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住民登録による

人口のうごき
　　（43．8●1）

　人　口　　79807
　男　　　3，915
　　女　　　3，892

　世帯数　　1D560

発行所　江南村役場

　電話（21）一2302

発行人杉田武喜

印刷所　秀英舎印刷

〈
九
月
の
メ
モ
〉

一
日

▼
ガ
ン
制
圧
月
間

▽
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

▽
精
神
薄
弱
者
愛
護
月
間

▼
農
業
安
全
月
間

二
百
＋
日

性
病
予
防
週
間
（
～
七
日
）

㎝
会
㎜

闘
　
　
　
　
㎜

㎜
議
㎜

　’、．
＼＿

『
夙
，

体
育
館
工
事
契
約
き
ま
る

　
　
　
　
　
保
険
税
の
改
正
な
ど
も
審
議

、

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

円、

道
路
維
持
修
繕
質
百
万
円
、
、
消
防
で
す
が
、
、
加
入
さ
れ
た
い
か
た
は
い
つ
　
珊

本
部
鉄
塔
、
車
麟
建
設
費
六
十
五
万
円
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
皿

小
中
学
校
日
宿
直
代
行
員
賃
金
二
十
四
　
　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
会
費
だ
け
持
　
㎜

万
二
千
円
、
中
学
校
自
転
車
置
揚
工
事
参
し
て
い
た
だ
け
ば
役
場
総
務
課
で
受
　
㎜

費
ほ
か
工
事
費
五
十
万
円
な
ど
合
計
千
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
加
　
醐

百
四
＋
九
万
五
千
円
の
補
正
で
、
予
算
入
月
に
よ
り
会
費
の
金
額
も
つ
ぎ
の
と
　
㎜

霧瑛雲禽吉圏第

　馨蚤二票壽露

ll嚢難
固す一十’正出
1る1嚢1
の　セ除年。税

・塾イ髭羅募

鰻誰難1

謡円輪読
蒙羅墨薦
鞭難ギ星

霧貢、1

る会費　　　　　ン

綾
税
の
算
出
誌
と
な
る
税
率
が
霞
山
藁
癒
改
浸
板
輩
墾
億
四
千
七
芳
七
千
円
藻
り
お
遙
っ
て
華
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
工
事
補
助
金
二
百
六
士
二
万
円
、
山
ま
し
た
。

加入月 一般 児童・生徒等

4月から6月まで
　円
360 120円

7月から9月まてi 330 110

10月から12月まで 300 100

1月から3月まで 270 90

㌧
t

－
r

購
．
一
．
一
ロ
興
貿
噂
．
謄
胃
ロ
噌
司
曜
聞
”
：
日
一
曹
盧
一
胃
一
喀
冒
幽
脅
喚
ー
一
蘭
ー
q
罵
属
唱
．
一
一
一
叫

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

新
た
に
次
の
項
目
を
加
え
ま
し
た
。

入
猟
承
認
料

　
　
一
日
一
人
　
　
五
千
円

南
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
築
工
事

請
負
契
約

一
、
契
約
の
目
的

南小学校屋内

運
動
場
建
築
工
事

，
二
、
契
約
の
方
法

随
肇
約

三
、
契
約
金
額

　
　
金
千
百
八
＋
万
円

四
、
霧
の
相
手
方

　
東
京
都
荒
川
区
酉
尾
久

　
　
山
森
建
設
株
式
会
社

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

1鍔

蔓

土
地
お
よ
び
家
屋
に
係
る
部
分
の
金
額

に
、
百
分
の
十
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
を

乗
じ
て
算
定
す
る
。

◎
被
保
険
者
均
等
割
額
は
被
保
険
者
一

人
に
つ
き
千
八
十
円

◎
世
帯
別
平
等
割
額
は
一
世
帯
に
つ
き

千八

百
七
＋
円

最
近
医
療
費
の
増
加
は
目
に
あ
ま
る
舞
金
請
求
件
数
は
九
件
で
、
支
払
い
総

も
の
が
あ
り
、
昨
年
に
比
し
て
約
十
パ
額
は
五
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
セ
ン
ト
の
増
額
を
見
込
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
国
お
よ
び
県
の
補
助
金
分
の
不
注
意
に
よ
る
事
故
で
す
。

も
年
間
千
百
六
十
八
万
余
円
交
付
予
定

で
す
が
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
税
負
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
転
車
に
の
り
砂
利

担
の
増
額
も
や
む
を
え
ず
、
こ
の
改
正
で
ハ
ン
聡
ル
を
と
ら
れ
て
転
落
し
た
場

が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
合
で
も
見
舞
金
は
支
払
わ
れ
ま
す
が
、

昭
和
四
＋
三
隻
般
会
整
予
算
蓮
は
譲
が
蒙
ら
す
ぐ
駐
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
ま
た
は
警
察
署
に
届
け
出
て
、
事
故

　
〈
交
通
災
害
共
済
〉

　
　
見
舞
金
請
求
の
手
続
き
は

こ
と
し
の
四
月
に
発
足
し
た
交
通
災
受
け
て
お
か
な
い
と
事
故
証
明
が
発
行

害
共
済
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
見
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
箏
故
証
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
、
医
師
の
診
断
書
、
そ
れ
に
会
員
証

こ
の
よ
う
な
事
故
の
つ
ち
大
半
は
自
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
は
役
場
総
務
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

自
動
車
や
バ
イ
ク
に
よ
る
事
故
は
も
す
。

加入月によ

知事選挙50。03％

参院選挙62．75％

投票状況

　
　
　
　
　
　
　
　
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
三
十
日
に
埼
玉
県
知
事
選
挙
、

　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
七
日
に
参
議
院
議
員
選
挙
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
に
重
要
な
選
挙
が
行
な
わ
れ
豪
、
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
選
挙
と
も
農
繁
多
忙
の
時
期
に
実

　
　
　
　
　
　
　
　
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
知
事
選
挙
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
・
〇
九
％
、
参
議
院
議
員
選
挙
は

　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
・
七
五
労
と
い
う
成
績
で
、
覧
知
事

　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
に
つ
い
て
は
県
平
均
の
五
二
・
八

　
　
　
　
　
　
　
　
一
％
に
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
村
内
各
投
票
所
の
投
票
率
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
参
考
ま
で
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

“
絶
認
・
認
“
髄
認
器
”
盤
”
“
。
・
器
。
・
”
”
”
”
鵠
認
朗
｝
“
3
齢
3
雌
服
”
器
，
・
齢
盤
脚
胴
鴇
器
嚇
盟
甜
髄
器
鵠
㎝
“
一
器
鴨
四
朋
齢
吋
鵠
岡
．
睦
髄
即
“
器
龍
皿
器
“
3
雛
”
”
鶉
器
悶
師
”
”
器
一
”
而
諺
器
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挙
管
理
委
員
会
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い

農
家
に
嫁
を
！
　
　
　
　
届
け
出
に
は
印
鑑
が
必
薯
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
届
け
出
を
し
な
い
と
名
簿
に
登
録
さ

　
　
　
　
　
媒
酌
人
に
褒
賞
金
贈
る
　
れ
ず
・
馨
の
と
き
繋
馨
な
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
る

　
　
　
　
　
緊
急
空
中
散
布
補
助
金
三
十
九
万
六
の
確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
確
認
を
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
末
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
ご
’
き
、
～
～
く
～
々
‘
．
ご
～
～
，
、
《
‘
’
3
》
》
～
～
ご
’
ン
》
㌔
ζ
‘
～
。
ご
’
、
’
ン
》
峯
㌦
く
ξ
’
》
蔑
。
’
も
の
で
す
。

（南小体

育
館
の
起
工
式
八
月
一
日
）
　
　
　
　
　
　
暑
中
お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
の
暑
さ
は
格
別
で
す
が
、
皆
さ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宣
目
　
ま
お
元
気
で
お
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
・
武
る
忌
暮
じ
ま
し
て
蓋
琴
申
し
の
よ
庭
す
蕩
論
て
奮
ま
す
．

十三日

司
発
奮

十
五
日
敬
老
の
日
、
老
人
福
祉
週
間

　
　
　
（
～
二
十
一
日
）

　
　
第
十
六
回
働
く
婦
人
の
福
祉

　
　
運
動
（
～
二
十
四
日
）

二
十
三
日
　
秋
分
の
日

二
十
四
日
結
核
予
防
週
間

　
　
　
　
　
　
（
～
三
古
と

鞍
織

壕
諾

村長杉田ゴあいさつ

羅錘蠣
蓑垂鰭灘

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
素
皆
さ
ま
に
は
住
民
の
福

祉
を
増
進
し
、
住
民
の
た
め
に
な
る
村

政
の
す
す
め
方
に
つ
い
て
む
配
慮
を
煩

わ
し
、
ま
た
絶
大
な
む
協
力
を
い
た
だ
，

い
て
お
り
ま
し
て
、
お
か
げ
を
も
っ
て

平
和
に
し
て
豊
か
な
理
想
郷
建
設
の
基
2
、
上
押
切
⊥
樋
春
の
堤
防
兼
用
道
路
6
、
資
金
計
画
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区
投　票　所

事　選

投票区
当　日
有権者敬昊投票率 当　，日

有権者
・た契

投票率

第1 御　正　農　協 1，719 7σ4 　％
40．95 1，7i8 1，059謡

第2 北　小　学　校 1．02 547 53．42 1，025 653 63．70

第3 板井宝光寺 904’ 516 57．08 901 574

鯉第4 南　小　学　校 927 524 56．53 925 581 62．81

合 計 4，574 2，291 50．09 4，569 2，867 62．75

県 ’平　　均 2．81％ 60．3％

一四　
　
町
村
対
抗
球
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
九
月
一
日
・
立
正
大
で

町
村
対
抗
球
技
大
会
も
年
々
盛
大
に
お
い
て
を
行
な
い
ま
す
。

仔な

わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ー
　
　
　
立
正
太
学
倉
場
は
江
南
村
会
場
と
し

本
年
は
新
た
に
庭
球
を
加
え
、
野
球
て
行
な
2
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
大

庭
球
、
卓
球
お
よ
び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
勢
の
方
々
の
ご
甫
援
と
む
観
戦
を
お
願

四
種
目
と
し
、
九
月
一
日
立
正
大
学
に
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
自
．
衛
官
募
集

　
防
衛
庁
で
は
今
年
度
も
随
時
自
衛
官
立
ち
、
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の

薯
募
集
し
て
い
ま
す
。
す
ば
ら
し
く
発
“
に
通
じ
ま
す
。

農
し
た
国
土
を
、
な
お
こ
れ
か
ら
も
大
　
現
在
の
自
衛
官
は
決
U
て
昔
の
軍
隊

き
く
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
わ
が
国
を
守
と
は
ち
が
い
ま
す
。
昔
の
軍
隊
は
戦
争

る
た
め
に
、
自
衛
官
募
集
を
大
き
く
若
に
必
要
な
軍
人
軍
隊
の
養
成
が
目
的
で

企騒奮て験す．

　
兆
．
今
の
自
讐
は
エ
￥
ト
奮

　
自
衛
隊
に
は
陸
上
、
海
上
、
航
空
自
会
人
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

衛
隊
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
い
ろ
　
一
、
応
募
資
格
十
八
才
～
二
十
四
才
ま

いろ

の
職
種
が
あ
り
ま
す
。
自
衛
隊
員
で
の
中
学
摩
業
以
上
の
男
子

は
高
度
の
技
術
と
訓
練
が
必
要
で
す
が
二
、
待
遇
①
身
分
は
国
家
公
務
員

入
隊
す
る
と
、
新
し
い
知
識
技
能
の
修
②
初
任
給
一
万
六
千
百
円
衣
食
注
無
料

得
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
三
、
技
術
教
育
各
種
技
術
の
資
格
を

・
こ
の
知
識
技
能
は
今
の
社
会
に
す
ぐ
役
得
ら
れ
る
よ
う
特
別
指
導
を
行
い
ま
す

熱蝶、

懸讃

職纏

蒲購織黙

暑
鵬
肪
辮
藤
離
赫
欄
涌
霧
騨
蒲
鍛
循
工
の
運
び
鵬
聡
貫
齢
叢
批
露
馴
離
鴨
。
匪
勧
騎
猫
以
前
ヵ
ら
村
内
欝
胸
颯
堺
齪
臨
轍
詔

　
　
懸
以
走
利
用
嘉
謂
禧
心
②
、
北
小
学
校
の
改
築
　
　
念
し
て
萎
さ
誤
た
髪
す
．
岬
こ
れ
垂
す
る
か
た
は
、
霧
選
と
に
奮
ま
し
た
．

加
入
申
し
込
み
は

　
　
　
　
　
　
葦
く
事
馨
難
鶴
饗
罐
繁
脱
羅
難
蘂
錘
許
i

撫鍵．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
・
ぜ
ひ
藁
襲
施
す
る
こ
夏
の
農
薩
事
す
る
相
続
人
、
ま
…
で
　
　
」

奮
に
四
士
毒
棄
鏡
衰
と
に
踏
み
署
、
先
月
奨
員
会
憶
は
豪
の
農
萎
受
け
つ
書
の
の
㎜
内
う
離
鷲
㎜

乱
南
小
　
　
蕪
鞭
難
蕪
糠
繋
漏
鱒
欝
矯
礁

工
期
八
月
－
＋
一
一
月
末
の
予
定
り
－
上
一
難
て
と
し
壱
い
と
驚
人
に
対
し
て
、
一
件
。
と
藷
蒸
　
鷺
霧
㎜

暴
藝
努
竺
夏
＋
八
の
贅
誘
で
、
児
童
の
た
め
に
適
V
状
羨
茎
舌
藷
農
髪
行
皿
こ
ま
に
豪
円
川

　
　
　
坪
）
　
　
　
髭
も
の
奮
い
う
こ
と
を
第
瓦
な
．
君
の
で
す
．
　
　
㎜
ま
・
い
籔
干
・
…

雛
瓢
万
円
蕪
羅
す
す
め
る
㌶
追
加
登
籠
録
辮
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
挙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
1
村
売
で
り
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶
　
選
名
　
　
　
九
月
二
日
現
在
　
ヂ
…
…
…
…
一
…
…
…
…
…
…
隔
…
㎞

　
工
期
九
月
～
十
二
月
　
　
　
　
　
　
以
上
の
事
業
を
す
す
め
る
に
つ
い
て
｛

工
費
千
七
百
五
＋
万
円
　
　
考
え
論
る
の
箋
薯
す
が
、
本
岬
永
久
肇
人
名
簿
の
登
録
は
九
月
一
　
消
防
自
動
車

バ
遙
行
現
在
霧
中
　
　
年
は
納
畿
薯
向
壱
て
お
り
ま
い
日
現
在
再
誇
れ
ま
療
、
こ
と
し
　
購
入
ぎ
ま
る

3
、
県
轟
装
工
事
　
　
す
か
ら
、
資
金
計
画
も
健
全
財
政
謡
は
晟
日
に
あ
た
る
た
め
、
九
月
二
日
　
　
i
北
本
部
に
配
章

　
四
線
の
う
ち
玉
川
線
を
除
き
着
工
し
　
　
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
報
告
い
た
～
現
在
で
登
録
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

玉川馨い

て
も
近
い
う
嚢
辱
．
　
　
袋
塞
讐
蒙
蔭
、
い
ま
消
防
力
の
嚢
豪
る
た
め
、
昨

住
民
検
診
を
受
け
ま
し
よ
う

核
は
最
近
少
な
く
な
っ
た
と
い
わ
で
、
対
象
者
は
必
ず
こ
の
機
会
に
検
査

す
が
、
そ
れ
は
会
社
、
学
校
な
ど
を
受
け
て
く
だ
さ
い
噂
レ
ン
ト
ゲ
ン
の

康
管
理
の
ゆ
き
厨
い
た
と
こ
ろ
に
間
援
撮
影
と
三
十
才
以
上
の
方
の
血
圧

て
い
る
人
々
が
、
定
期
的
に
検
診
測
定
お
よ
び
三
十
才
以
下
の
方
の
ツ
ベ

け
て
い
る
た
め
に
減
少
し
た
も
の
ル
ク
リ
ン
接
種
を
行
な
い
ま
す
。

農
業
、
家
事
な
ど
に
従
事
し
て
い
　
近
日
中
に
地
区
の
衛
生
委
員
の
方
が

の
罹
患
率
は
、
．
少
し
も
減
っ
て
は
個
人
票
を
配
布
し
ま
す
が
、
個
ム
票
り
，

ま
せ
ん
。
■
　
　
　
　
　
　
　
　
届
か
な
か
っ
た
人
で
も
受
診
を
希
望
す

年
行
な
っ
て
い
る
住
民
検
診
を
、
　
る
方
は
、
当
日
会
場
で
受
け
付
け
に
申

も
左
記
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
の
し
出
て
く
だ
さ
い
。

牛後1蒔’F’～3時

場　所1判定日
健康診断日程

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

28
28
29
29
30
30

鋭
曳
2
2
4
4
5
5
6
6
7

月
　
　
　
　
　
　
月

8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

神　　　社
神　　　社
神　　　社

　神　　　社
　詰　　　所
小島たばこや前

　薬師　前
　浄安寺
　内山重次方
　神　　　社1

　文殊寺
杉田ハナ子方裏
　寺山利夫方
　詰　　　所
　笠原秀喜万
小久保たばこや
　役　　　場

検査の日

8月26日午前
〃　26日午後
〃　27日午前
〃　27日午後
〃　28日午前
〃　28日午後
〃　29日午前
〃　29日午後
〃　31日午前
〃　31日午後

9月2日午前
〃　2日午後
〃』3日午前
〃　3日午後
〃　4日午前
〃　4日午後
〃　5日午前

，
、
．
名字

沢
．
奮
切
切
藷
鍵
広
餐
西
井
代
域

　
　
新
押
押
暮
正
”
賀
酬
塩
震

成
三
上
上
下
樋
樋
御
　
須
野
小
小
　
板
柴
全
ヌ1 判定は30歳未満の方で・時間は検奪日と同じです・

、

…
一
．
へ

タ・
‘
〆

煮
U

戸
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予
想
を
上
回
る
利
用
率

ー
四
月
に
開
所
し
た
母
子
セ
ン
タ
ー

さ
る
四
月
一
日
開
所
以
来
、
村
内
外
あ
り
、
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
　
　
セ
ン
タ
ー
は
一
人
の
嘱
託
医
師
が
い

の
利
用
者
も
最
初
の
予
想
を
大
き
く
上
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
だ
き
つ
で
も
連
絡
に
よ
り
来
所
し
、
ま
た
常

回
り
、
別
表
の
よ
う
に
月
を
お
う
に
従
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
毎
月
上
昇
し
、
村
が
住
民
の
福
祉
増
　
　
母
子
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
い
と
思

進
に
寄
与
す
る
た
め
設
置
し
た
趣
旨
が
う
方
は
、
早
目
に
入
所
申
し
込
み
を
さ

じ
ゅ
う
分
達
成
で
き
る
も
の
と
喜
ん
で
れ
、
毎
月
定
期
（
第
三
木
曜
日
）
の
妊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期

お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

婦
検
診
を
必
ず
受
け
ら
れ
て
異
常
の
有
半

分
べ
ん
と
姶
2
も
の
は
母
性
の
特
権
無
を
確
か
め
ら
れ
て
分
べ
ん
の
安
全
を
M

で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
非
常
に
危
険
計
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
備

を
伴
．
つ
も
の
で
あ
り
、
分
べ
ん
の
難
易
　
　
母
子
セ
ン
タ
ー
は
病
院
や
診
療
所
と
数

は
産
婦
の
精
神
的
な
要
素
が
も
っ
と
も
違
い
助
産
所
で
あ
り
ま
す
の
で
、
診
療
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定

優
先
す
る
と
と
も
に
、
産
婦
は
介
助
者
や
手
術
を
必
要
と
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者

信
頼
す
る
相
互
信
頼
の
原
則
が
少
し
で
　
　
し
か
し
、
分
べ
ん
経
過
の
途
中
で
突
所

も
欠
け
た
な
ら
、
ど
ん
な
に
技
術
的
に
然
異
常
と
な
っ
た
場
合
は
適
当
な
処
置
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ま
た
設
備
が
優
れ
て
い
て
も
、
安
全
を
を
す
る
と
と
も
に
、
病
院
へ
入
院
す
る
タ

確
保
す
る
こ
と
は
歪
き
ま
ゼ
ん
。
　
　
　
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

ち
ょ
う
ど
道
路
交
通
で
互
い
に
相
手
　
　
目
的
が
正
常
分
べ
ん
の
介
助
に
あ
り
康

の
ハ
ン
ド
ル
を
信
頼
す
れ
ば
こ
そ
、
車
ま
す
の
で
、
事
前
検
査
を
当
セ
ン
タ
ー
健

が
す
舞
て
走
れ
る
よ
馨
の
で
諄
て
窮
な
い
方
は
、
安
全
爵

少
し
で
も
相
手
を
信
頼
で
き
な
い
と
し
保
の
た
め
に
突
然
に
入
所
を
希
望
さ
れ

た
ら
車
は
走
れ
な
く
な
り
ま
す
。
　
　
　
て
も
お
こ
と
わ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

分
べ
ん
も
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。

　
　
盈
＝
冒
＝
ロ
冒
胃
乳
，
．
．
臼
昌
昌
＝
貫
胃
冒
霊
亀
島
陰
呂
錫
昌
＝
＝
ぎ
冒
1
、
｝
喚
昌
昌
＝
昌
冒
一
冒
見
監
－
一
鴎
昌
昌
一
冒
胃
冒
2
1
、
，
亀
一
昌
昌
＝
3
冨
3

　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
一
、
　
施
し
て
い
た
板
井
地
区
が
、
こ
の
七
月
，

　
　
　
　
　
四
十
二
、
四
士
二
で
ほ
ぽ
工
事
准
完
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
る
年
度
の
三
峯
に
藏
の
は
寡
っ
た
難
に
も
、

　
　
　
　
　
わ
た
り
、
近
代
化
荒
川
の
水
が
満
々
と
流
れ
、
青
々
と
し

を
信
頼
し
、
ま
た
、
介
助
者
は
産
婦
を
な
産
婦
は
入
所
で
き
ま
せ
ん
。
　
　
　
及
月 」土合計

村外繭蔽賄1村外村内
48

28

鱒
刃
7

　
　
　
　
1

26

15

15

107

　4

22

13

10

723

8
1
2
1
2
8
6
2

聖
3
2
1
0
0

7
2
2
1

5
0

5
6
5
3
7
1

月

村外
　11

　　1

　　1

　　6

　　2

4
廟
一
1
3
4
3
2

5
2

区　分
入所申込者数

入所者数
分　娩　数

入所日数
来所老数

時
（
二
十
四
時
間
）
一
人
の
助
産
婦
が

勤務し

て
、
す
ぺ
て
の
相
談
指
導
に
当

た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
O

利
用
く
だ
さ
い
。

細
か
い
こ
と
は
左
記
へ
お
間
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

母
子
セ
ン
タ
ー

　
　
　
有
線
二
〇
四
八
番

住
民
課

　
　
　
有
線
三
〇
四
一
番

⑭
Q

　　　　　　　　冒　　　　　　　　　り　　　　　　　，’溝二＝
　　　　　ロ　　　　μ　　　。一霞臆；
　　　　　　o躍　　　窃騨〆　囎’

お互いに交通規則を守りましよう
夏の交通安全運動…8月31日まで

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

防
災
総
合

訓
練

住
宅
統
計
調
査
に

　
　
　
　
ご
協
力
を

十
月
一
日
現
在
で
村
内
六
地
区
に
つ

い
て
住
宅
統
計
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す

こ
の
調
査
は
、
総
理
府
統
計
局
か
ら

の
委
託
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
　
、

昭
和
二
十
三
年
か
ら
五
年
O
と
に
行
な

わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
ち
ょ
う
ど
五
回

目
に
あ
た
り
ま
す
。

調査内

容
は
あ
な
た
の
家
の
建
築
時

期
、
給
水
設
備
、
敷
地
面
積
、
世
帯
人
　
、

員
、
年
令
、
仕
事
の
内
容
な
ど
二
十
四

項
目
に
わ
た
り
ま
す
が
、
こ
の
調
査
に

よ
っ
て
国
の
住
宅
水
準
の
現
況
と
、
そ

台
風
シ
τ
ズ
ソ
に
備
え
て
本
年
度
の
よ
り
荒
川
大
橋
東
の
運
動
公
園
で
、
栗
　
の
推
移
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
調

防
災
総
合
訓
練
が
、
埼
玉
県
な
ら
び
に
原
知
事
統
監
の
も
と
に
行
な
わ
れ
ま
し
査
の
結
果
は
国
や
地
方
傍
共
団
体
が
庄

熊
谷
市
の
主
催
で
八
月
九
日
午
前
八
時
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
関
係
の
施
策
を
進
め
て
い
く
た
め
の

…
　
　
赤
ち
ゃ
ん
時
代
　
　
　
　
　
　
い
感
惰
を
移
さ
れ
、
こ
の
愛
情
に
こ
と
と
も
に
た
い
せ
つ
な
の
は
行
動
力

…
二
、
愛
惰
を
伝
え
る
し
つ
け
　
　
　
た
え
よ
う
と
し
て
こ
と
ば
を
お
ぽ
え
生
活
刀
の
土
台
と
な
る
運
動
機
能
、

畑
　
は
じ
め
て
の
し
つ
け
で
、
ま
ず
取
兜
恵
づ
い
て
い
く
の
で
す
。
　
　
　
感
覚
機
能
で
す
。

…
り
上
げ
た
い
の
は
、
愛
情
を
伝
達
す
　
　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
の
乏
　
　
自
由
に
活
動
で
き
る
衣
服
、
場
所

…
る
教
育
で
す
。
こ
れ
に
は
、
赤
ち
や
し
い
施
設
で
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
な
を
考
え
に
入
れ
て
運
動
機
能
を
伸
ば

…
　
ん
の
一
ム
遊
び
を
妨
げ
な
い
程
度
に
ど
に
は
、
こ
の
点
に
発
達
上
の
欠
陥
す
こ
と
と
、
過
度
に
な
ら
な
い
程
度

　　　　拳汎
　

鰻轟

霊子三

1ど1
ξも妻

iのi
iし1
曇つ三

弩けi
　②

の
刺
激
（
食
べ
も
の
、
音
、
が
ん
具

な
ど
）
を
与
え
て
感
覚
機
能
の
正
常

な
発
達
を
助
け
る
こ
と
を
考
え
て
や

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
わ
ば
、
こ
の
時
期
の
し
っ
け
と

㎜
吉
を
か
け
、
体
に
触
れ
て
相
手
に
な
が
見
い
だ
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
し
て
は
、
子
ど
も
の
成
長
の
個
性
を
』

㎜
　
っ
て
や
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
　
ま
す
。
だ
が
、
家
庭
内
で
も
施
設
同
つ
か
み
、
感
覚
機
能
や
運
動
機
能
を

“
　
こ
の
時
の
お
と
な
の
純
粋
な
愛
情
ほ
様
の
ふ
ん
い
気
の
と
こ
ろ
も
珍
し
く
伸
ば
す
と
と
も
に
、
敦
え
よ
う
と
考

㎜
ど
、
子
ど
も
の
成
長
に
効
果
を
も
た
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
え
ず
に
、
お
と
な
の
気
持
を
移
し
て

醐
ら
す
も
の
は
な
い
か
ら
で
す
。
　
　
　
三
、
運
動
機
能
を
伸
ば
す
　
　
　
　
や
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
よ

㎜
　
こ
う
し
て
、
子
ど
も
は
人
間
ら
し
　
　
人
間
ら
し
い
感
慣
こ
と
ば
な
ど
う
で
す
。
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

（
荒
川
で
行
な
わ
れ
た
積
土
俵
訓
練
）

　
覧
9
3
昌
認
＝
一
冒
冨
冒
聞
竃
竃
．
鴫
一
昌
一
置
口
一

水
防
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
を
は
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
　
　
、
　
　
て
く
だ
さ
い
。

じ
め
各
種
団
体
が
参
加
し
、
本
村
消
防
　
　
調
査
期
百
は
十
月
一
日
で
す
が
、
九
◎
給
付
の
種
類

団
か
ら
も
第
士
二
分
団
が
水
防
訓
練
に
月
下
旬
調
査
員
が
該
当
世
帯
へ
う
か
が
O
老
令
年
金
…
…
六
十
才
に
な
る
ま
で

中
央
本
部
、
北
本
部
、
南
本
部
の
各
分
い
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
　
　
保
険
料
を
納
め
る
と
、
六
十
五
才
か

団
が
放
水
訓
練
に
出
場
し
、
活
曜
い
た
す
が
、
調
査
地
区
に
あ
た
ら
れ
た
せ
つ
　
　
ら
納
め
た
月
数
に
応
じ
て
年
金
が
麦

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
む
協
力
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
給
さ
れ
ま
す
。

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
奥
さ
ん
」
も

　
　
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
い
つ
で
も
国
茂
年
金
に
加
入
で
き

く
ろ
ぬ
り
作
業
を
は
ぶ
い
て
く
れ
ま
す
秋
の
収
穫
を
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
に
は
ま
す
。

本
当
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
よ
う
だ
と
げ
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
ま

　
富
亀
竃
畠
2
猛
＝
一
一
＝
＝
．
監
、
・
－
一
昌
昌
一
雷
＝
3
冒
塁
竃
臨
．
昌
昌
一
呂
＝
冒
冒
電

っ
て
・
水
路
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
と
　
二
年
目
の
水
田
は
・
は
る
か
に
旧
田
し
て
い
る
か
た
の
奥
さ
ん
も
、
希
望
す

な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
あ
ぜ
は
、
草
刈
り
よ
り
成
績
が
良
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、

◎
加
入
者

会社、

工
場
、
役
所
な
ど
に
お
勤
め

二十才から

三
十
四
才
ま
で

　
　
　
　
毎
月
二
〇
〇
円

三
十
五
才
以
上
　
〃
　
二
五
〇
円

な
お
、
あ
な
た
が
納
め
た
保
険
料
の

半
額
を
国
が
負
担
し
て
積
立
て
て
く
れ

＋
年
納
め
た
人

　
　
年
額
　
二
四
、
O
O
O
円

二＋五年〃

三
＋
年
〃

四

＋
年
〃

○
障
害
年
金
…

れ
十
八
才
禾
満
の
子
を
抱
え
て
い
る

ぎ子
ど
も
一
人
の
場
合

　
　
　
年
額
五
、
二
〇
〇
〇
円

子ど

も
二
人
の
場
合

　
　
　
年
額
六
〇
、
O
O
O
円

◎
そ
の
他
遺
児
年
金
、
■
準
母
子
年
金
、

寡
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま

　
六
〇
、
O
O
O
円
す
。

　
七
二
、
O
O
O
円

　
九
六
、
O
O
O
円
年
は
さ
ら
に
大
巾
の
改
善
が
予
定
さ
れ

…
け
が
や
病
気
の
た
め
て
お
り
、
将
来
と
も
改
善
さ
れ
る
こ
と

猟
区
を
設
定

　
　
土
月
百
解
禁

㎜
月
三
十
一
日
ま
で
と
し
、
狩
猟
者
の
入
■

脚
猟
日
は
、
狩
猟
期
間
の
苺
週
日
曜
日
と
，

…
し
ま
す
。

㎜
　
ま
た
、
一
日
に
入
猟
さ
せ
る
人
数
は

…
二
十
五
人
以
内
で
、
入
猟
者
に
対
し
て

皿
は
案
内
人
を
つ
け
て
猟
区
内
を
案
内
さ

㎜
せ
る
も
の
と
し
、
猟
区
内
の
農
作
物
、

㎜
竹
木
な
ど
に
つ
い
て
損
失
を
こ
う
む
っ

㎜
た
者
に
は
、
そ
の
損
失
を
補
償
す
る
も

㎜
の
と
し
ま
す
。

…
　
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
人
畜
、
農
作

㎜
物
の
危
害
を
防
ぐ
た
め
猟
区
を
設
定
す

…
る
も
の
で
す
．

臼
■
，

猟
区
と
は

猟
区
は
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

が
一
定
の
地
域
を
き
め
て
、
狩
猟
鳥
獣

の
人
工
増
殖
ま
た
は
鳥
獣
を
放
し
て
、

狩
猟
鳥
獣
の
生
育
お
よ
び
繁
殖
に
必
要

犬
は
必
ず

つ
な
い
で

飼
い
ま
し
よ
う

駄イ

ー菰■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
ま
す
の
で
、
非
常
に
有
利
な
年
金
で
す

化
土
’
、
．
轍
　
鱒
躰
鋒
嚢
襲
難
躾
蕪
施
す
魏
讐
鱒
明
る
く
遭
す
蘇
耀
難
耀
蝶
こ
と
は
姶
墨
で
島
り
ま
せ
き
が
で
き
わ
け
で
究
　
究
狩
猟
者
は
本
村
の
地
理
を
ま
．
た
て
欝
て
　
き

農業近代

（用

水
に
よ
り
菱
田
化
し
た
板
井
地
区
）

日
常
生
活
に
大
変
不
目
由
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
身
体
障
害
者
に
な
っ
た
と
き

一
級
程
度
以
上
の
障
害

　
　
年
額
七
二
、
O
O
O
円
く
だ
さ
い
。

二
級
　
　
　
　
　
六
〇
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
務
署
だ
よ
、
、

以
上
は
現
嚢
額
羨
来
な
施
設
を
馨
て
積
極
的
に
狩
猟
萎
を
つ
け
た
と
き
は
税
　
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
獣
の
保
護
、
繁
殖
を
は
か
る
も
の
で
　
手
続
き
を
　
　
　
　
　
　
ξ
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ど
し
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟
区
の
区
域
内
で
は
捕
獲
数
の
制
限
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
を
は
ず
し
、
一
、
定
の
承
認
料
を
と
っ
て
　
と
こ
ろ
で
、
あ
鼠
を
は
じ
め
塞
甲
豪

課
、
国
民
年
金
係
へ
ど
し
ど
じ
お
尋
ね
　
狩
猟
を
み
と
め
て
、
区
域
内
で
の
狩
猟
雨
や
落
雷
意
ど
の
災
害
を
受
け
た
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
制
を
適
用
し
、
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
の
に
は
、
税
金
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ
な
救

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
整
を
は
か
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
済
方
法
が
あ
り
ま
す
。
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